
当面の最優先課題への取組

高放射性廃液のガラス固化

ガラス固化技術開発施設 (TVF) 溶融ガラス流下

高放射性廃液貯蔵の安全性向上

低放射性廃棄物処理技術開発施設
(LWTF)

蒸発缶 核種分離工程

低放射性廃液のセメント固化

高放射性固体廃棄物缶
高放射性廃棄物貯蔵庫 (HASWS) 貯蔵施設/取出し装置

高放射性固体廃棄物の取出し/再貯蔵

東海再処理施設の廃止措置においては、安全対策の実施とともに、
保有する放射性廃棄物に伴うリスクの早期低減を当面の最優先課題とする。

➢ 再処理に伴い発生した特にリスクの高い高放射性廃液を貯蔵（HAW、TVF）
➢ 高放射性固体廃棄物を取出しできない状態でプ－ルやセルに貯蔵（HASWS）
➢ 再処理に伴い発生した大量の低放射性廃液を貯蔵（LWTF）

高放射性廃液貯蔵場 (HAW)

湿式セル

廃棄物缶

廃棄物移送容器

廃棄物取出し装置



－高放射性廃液貯蔵の安全性向上－

➢ 地震：建家は十分堅牢、地盤補強を検討中
➢ 津波：浸水防止扉を設置済、外壁補強を検討中
➢ 竜巻：建家開口部の竜巻飛来物防護を検討中

【事故対策】沸騰の防止等 【自然災害対策】

➢ 電源車等を配備済
➢ 可搬型蒸気供給設備を配備済
➢ 重要な電源の予備ケーブルを配備済

➢ 高放射性廃液貯槽は、崩壊熱除去機能及び水の放射線分解により発生する水素の
掃気機能を有しており、停電時には非常用発電機からの給電により機能を維持する。

➢ 2021年度終了を目標に新規制基準を踏まえた安全性向上対策を進める。
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－高放射性廃液のガラス固化（1/2）－

リスクの早期低減のため、ガラス固化に要する期間を可能な限り短縮し、
2028年度までに高放射性廃液のガラス固化を進める。

➢ 設備機器の計画的更新や予備品対策により遅延リスクを低減。
➢ 計画的に停止期間を設け、溶融炉や遠隔保守設備の整備。
➢ 運転体制を強化し、連続運転期間の延長、停止中の整備作業を効率化。

（保管本数）

（１）運転・
定期検査等

（２）施設整備

新規制基準対応

（３）溶融炉
開発・設置

（４）保管施設

⑨保管能力増強
（ＴＶＦ）

⑩新規保管施設建設

-                  -                  -                  -                  -                  -                  

-                  -                  -                  

-                  -                  2.0                 6.1                 -                  -                  

5.7                 8.9                 -                  -                  -                  -                  
⑧設計・製作

0.6                 3.8                 9.5                 

-                  

-                  

⑦組織体制

⑤高経年化対策

⑥遠隔機器整備
-                  -                  -                  -                  -                  

-                  -                  -                  -                  -                  

Ｈ33年度 Ｈ34年度 Ｈ35年度 Ｈ36年度 Ｈ37年度 Ｈ38年度H26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

1年目
【起点H28.8】

①ガラス固化処理

②定期検査
点検・保守等

③廃棄物解体・払出し

④ガラス除去

Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

10年目 11年目 12年目 13年目 14年目 15年目4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目2年目 3年目

Ｈ39年度 Ｈ40年度 Ｈ41年度 Ｈ42年度

年数

年度

施工設計 製作・築炉基本設計 詳細設計 作動試験

9本 4本 46本

（16-1 13本） （17-1 46本）

60本50本 70本

6か月

竣工

▽
新保管施設建設工事

固化体移動

420本（保管ピット満杯）

▽

630本（保管ピット増強部満杯）

▽

▽：486本▽：416本 ▽：637本

設定条件説明

6か月 6か月

2号取り外し

3号据え付け

保管能力増強工事詳細設計

関係箇所との調整

関係箇所との調整

原子力安全協定に基づく事前了解等

原子力安全協定に基づく事前了解等

固化セルクレーン計画的更新＊２ BSM計画的更新＊３

5班3交替体制移行期間

＊１：BSMの計画的更新

M121旋回台、コードリール、位置検出器、リミットスイッチ類を更新する

＊２：固化セルクレーンの計画的更新

固化セルクレーンの走行ケーブルリール及び付帯品を更新する
＊３：BSMの計画的更新

M120コードリールを更新する

BSM旋回台等

調整設計基本設計 詳細設計概念設計

4班3交替体制

MTF改造 MTF設置

BSM計画的更新＊１

80本80本 80本71本

6か月 6か月 6か月 6か月

2号溶融炉間接加熱・はつり装置1号、2号

4班3交替体制
+5名

▼

+2名

▼

+3名

▼

+6名

▼

+6名

▼

80本

＊見直し工程の製造本数は、溶融炉の状態に応じて増減する可能性あり。

▽：557本

運転体制

保守体制

廃止措置計画変更申請

申請▽

固化セルクレーンの走行ケーブルリール間接加熱

廃止措置計画変更申請

▽申請

廃止措置計画変更申請

（設工認レベル）

▽

施工設計・製作

＊：見直し予定

＊

＊

＊

現在



－高放射性廃液のガラス固化（2/2）－

処理速度

同等（溶融表面積が同等）

炉底形状

四角錐 円錐

（45°） （45°）

上部形状

直方体 直方体

水平断面形状が円

から八角形を経て

四角形に遷移

2号炉
外形：約1.8m×約1.9m×約2.3m

重量：約19トン

3号炉
外形：約1.8m×約1.9m×約2.3m

重量：約19トン

固化セル周り鳥瞰図

固化セル

保管セル

両腕型ﾏﾆﾌﾟﾚｰﾀ

クレーン

溶融炉

解体場

ラック

搬送セル

3号溶融炉の基本構造（2号溶融炉との比較）

ガラス固化処理を着実に進めるため、今後、自治体の了解を得た後、以下に係る
廃止措置計画の変更申請を行う計画である。

➢ ガラス固化体は原子力発電環境整備機構（NUMO）が建設する最終処分施設に
搬出する計画であり、搬出まで保管施設にて保管する。

➢ ガラス固化処理に伴い、ガラス固化体の保管本数が既許可の420本
（70ﾋﾟｯﾄ×6段積）に達する予定であることから、設計上の保管スペ－スを
有する630本（70ﾋﾟｯﾄ×9段積）まで、ガラス固化体の保管能力を増強する。

➢ ガラスが炉内に残留しにくいよう、炉底形状を円錐45度に変更し、
炉底部への白金族元素の堆積を抑制する3号溶融炉への更新を行う。

2号溶融炉 3号溶融炉



－高放射性固体廃棄物の取出し/再貯蔵－

取出し建家

貯蔵施設（HWTF-1）

ハル缶貯蔵
セル（湿式）

分析廃棄物
貯蔵セル（乾式）

汚染機器類
貯蔵庫

：新規施設 ：既存施設

2024年度の廃棄物取出開始を目標に以下の取組みを進める。

➢ 廃棄物を取出すための遠隔装置を開発。

➢ 現在の貯蔵施設（HASWS）の上に取出し建家を新規設置。

➢ 取出した廃棄物を再貯蔵するための貯蔵施設（HWTF-1）を新規設置。



－低放射性廃液のセメント固化－

M

試薬
セメント

蒸発缶

混練

セメント固化設備
(硝酸塩廃液処理用)

反応槽

還元剤
触媒

M

混練

試薬
蒸発缶

セメント

ろ過膜

吸着塔

反応槽

試薬

核種分離工程

セメント固化設備
（リン酸・スラリ廃液処理用）

貯蔵施設（既存）

硝酸根分解設備
(硝酸塩廃液処理用)

処分場(将来）

地層処分相当

浅地中処分相当

硝酸根分解済廃液
（炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ）

：追加設備

スラリ廃液(残渣）

リン酸
廃液

硝酸塩
溶液

低放射性
濃縮廃液

ろ液

（硝酸根分解済廃液処理用）

処分施設（将来）

（硝酸根分解済廃液処理用）

2023年度の廃液処理開始を目標に低放射性廃棄物処理技術開発施設（LWTF）の
整備を進める。
➢ 硝酸根が環境に与える影響を低減するため硝酸根分解設備を追加する。
➢ 廃液をセメント固化するための混練設備を追加する。

LWTFでは上記の他、平成33年度（2021年度）の処理開始を目標に焼却設備の耐食性を改善するための材料変更を進める。




